
大阪府立椎葉技術総合研究所報告 No．18，2004  21  

廃棄物処分場 一体型複合速水シート工法の開発  
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1．はじめに   ポリウレタン硬化後，国1に示すように二重速水シ  

ートと近水性中間保護層を持つ三重遮水構造の複合シ  

ートとなる3）．中間保護刷ま，材料の良好な充填性に  

よりポイドのない速水屑を形成し，ポリウレタン硬化  

後の性能は進水性，可とう性（地盤褒状追随性）に優  

れる．また，仮に進水シートに欠陥があっても，液状  

ポリウレタンが注入時に欠陥部分にも禿げミされるの  

で，速水シートが不可逆に有している欠陥をも修復で  

きる利点がある．  

・速水シート  

平成10年6月の「一般廃棄物の敢終処分場および  

産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める  

命令」の改正1）（総理晰と環境省の共同命令）により，  

廃棄物処分場の表面進水工としての逃水屑の構造基灘  

が，進水性能や安全性において従来よりも，一層厳し  

く規定された．本報告に示す技術開発の目的は，上述  

の命令改正を受けて，従来工法に比べてより信頼性の  

高い新たな廃棄物処分場逃水工法を提供することであ  

る．すなわち，従来工法における通水性能や安全性の  

面での不安を解消すべく，三岡構造の一体型複合速水  

シート（以下，複合シート）を開発し2），遵水工法と  

しての適用性を実規模現地施工実験（以下，施工実験）  

および，その解析により検討した．その内，ここでは  

主として校合シートを用いた鉛直進水壁の施工実験の  

結果を中心に，それに基づく鉛直遮水工法に係わる内  

容について報告する．  

図1 視合シート断面  

（2）鉛直速水工法の概念  

複合シートを用いた鉛直  

進水工法の概念は，例えば  

泥而処分場の場合，あらか  

じめ工場で長方形の複合シ  

ートを製作し（同2），海  

而処分・場周辺に先行掘削し  

たi阻二複合シートを順次建  

込むものである（国3）．   

2．複合シートによる鉛直遮水工法  

（り複合シートの概要   

複合シートは，二重進水シート間に二液常温硬化型  

ポリウレタンを注入し，中間保護層を形成するもので，  

トL   

図2 抜合シート製作  

＊  化学環境部 繊維応川系  
＊＊  東洋建設株式会子1二  

＊＊事l註都大学  
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各複合シート間は図4に示すようにジョイント部  

のかん合継手で連結する．ジョイント部連結峠，現場  

において洩状ポリウレタンを注入（同5）するので，  

ポリウレタン硬化後には，ジョイント部も「二重進水  

シート十迎水性中間保護層」の三発進水構造となる．  

を約2．5m以上確保することで圧力調整し，ジョイン  

ト部の肱径を図った．施工時の管理値として，本体部  

の厚さ精度±10％，打設用度±10cm（法線の＝入り），  

進水性は透水係数k＝10Ⅵ12 cm／s以下を目標とした．  

施工実験で築造する鉛直避水難の概略形状は，図6  

に示すように延長約19m，探さ約10m，厚さ361¶m  

（進水シート3mmX2枚＋逓水性中間保護層30mm）  

とした．迎水堕の1単位は長さ2．1mX探さ10mとし，  

その大きさの複合シート9枚を工場製作して現地に  

搬入した．   

現地では，TRD掘削機で先行掘削した溝（幅55cm）  

に，建込みガイドを装着したシート建込み機をJHいて  

裡合シートを建て込んだ（図7，同8参照）．建込み  

筏，不要となった廼込みガイドは土中で二分刑して引  

き抜き，後続の複合シートの建込みガイドとして川い  

た．  

同3 鉛直逃水相概念憫  

ポリウレタン硬化体 翠賢弟  ビシート（t＝3．Omm）  
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図4 ジョイント邦構造図  
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 ①～⑨：複合シート番号  

図6 鉛直遮水槽配開国（単位：m）  
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l可5 ポリウレタン注人状況  
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3∴鉛直遮水壁の施工実験および結果  
－・巳∴芝ニノミ  
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遠二言＿ネヤ▼コた  蒜二  （1）施工方法   

複合シートを用いた鉛市逃水樅の施工実験をり三規模  

で行い，現場での施工性，逃水怖能を確認した．ジョ  

イント部の施工に関しては，ポリウレタンの比重が約  

1．3，地盤の泥水比重が約1．6であったため，ポリウレ  

タン住人時にポリウレタン洩面と泥水液面とのit■川t差  
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図7 複合シート建込み橙沌輔己裾   
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保護パイプ¢152．6×6t   
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センサヘッド  
¢2．5×u5  

ノ  

幅100×200〉くtl．6mm   

ジョイント翻への取付け  センサ部  

図9 磁気センサの取付け  

図8＋洩合シート建込み状勃  

（2）鉛直速水壁の出来形確認方法   

施］二後の鉛直進水壁の出来形は，特にジョイント部  

に前日して碓認した．すなわち，先ず施工直後（ポリ  

ウレタン注入7日後）のジョイント部の厚みを，非接  

触磁気信号検川器をmいる磁気センサで計測した．こ  

の検侶器は磁気変調方式であり，発協体から発せられ  

る磁界を高梢度に検出できる．その磁束密度は，おお  

よそ踊離と指数関係があるので，あらかじめ蹄経と山  

力作のl対係を検定しておけば，中間に非磁性体が存在  

しても距離棚当の電肘」，l力が得られ，検定グラフから  

距離を求めることができる．磁気センサは，岡6申  

の複合シート（参と（釧1】のジョイント部の深度方向3  

カ所の位置（GL1．Om，GL－5．Om，GL－9．Om）で，  

回9に示すように取り付けた．さらに，そのジョイ  

ント邦に閉し，施工直後に速水壁表層部周辺を掘削し  

て連水壁の一部を切り出し，Iさ∫壬み計測を行った（GL－  

1．5mの位置で実施）．   

また，約1ケ月間にわたり図10に示す方法で現地  

進水恍確認試験を行った，この試験はジョイント部2  

ケ所（同6の複合シート①と⑦問および⑥と⑦問）で  

行った．   

以＿との計測と試験から，ジョイント部の構造と施工  

方法の妥当竹㍉ 品質を確認した．   

さらに，1年後に逃水壁周辺を掘り返して全体的  

なと11来形確認と，採取したサンプルを川いた室内試朋  

でジョイント都の遮水性と一体性を検証した．相川返  

し，ならびにサンプリングは通水壁の周囲に鋼矢板に  

よるニヒ留めを行い，逃水壁周辺を慎禿に掘削して逃水  

壁を露出させ，速水壁の2ケ所のジョイント部の  

各々上部，［＝軋 下部から合計6箇所のサンプル（直  

図10 現地遭水性確認試験  

径釣130mm，厚み約100mm）を切り出した．それら  

を川いて，ジョイント部の通水性および一体性確認試  

験を行った．すなわち，遮水性確認試験ではジョイン  

ト部の側面方向より，一体性確認試験の場合にはジョ  

イント部の断面方向より高水圧（0．1，0．3MPa）をそ  

れぞれ作用させ，12日間連続で透水試験を行い，ジ  

ョイント部の進水恍と一体性を評価した．  

（3）施工性   

施二l二は大きな問題もなく実施することができた．す  

なわち，先行掘削を確実に行えば，設計段階で想定し  

た通り，複合シートと建込みガイドの自重約6．5tと  

シート建込み機の押込み力（瑞■時15．5kN程度）によl）  

掘削地盤に容易に押入可能であった．   

一般部の複合シートと隅川部では建込み時の施工性  

に大差はなかった．また，建込みガイド引抜き時にジ  

ョイント袋部の切断に伴うポリウレタンの漏れによ  

り， 建込みガイドと複合シートが接着し，最大約  

301lくNの引き抜き力が作川した．全般的には初めに  

引き抜くフランジ側の建込みガイドは引き技きにく  

く，もう片側は引き抜きやすい状況であった．   



24  

複合シートの厚さに関しては，施工実験用に接合シ  

ートを9枚作製したが，各複合シート間の厚さのば  

らつきは，平均厚さに対して7．5％～＋10．7％の範囲  

であった．厚み不足のないように管理イ直を設志して複  

合シート駄作を行った結果，管理佃からのマイナス側  

偏差を一1％に押さえることができ，複合シート作製  

における管理手法を林立できた．なお，若干厚い側に  

偏った感はあるが，これは製作工場設備（天井クレー  

ン能力）の制約から複合シート製作用型枠に十分な剛  

性をもたすことができなかったためであり，本格的な  

製造に向けて改善を図る．   

法線の亡11入りに関しては，複合シート建込み時の法  

線の出入りは，目標管理イ直±100mmの許容範囲内で  

施工できた．   

表1に裡合シート（参と⑨間のジョイント部におけ  

る磁気センサ法による厚さ測定結果を示す．また，  

Gレ1．5mの位置で行った切出し法による測定状況を  

図11に示す．その測定厚さは110mmであった．  

図12 残置箇所の位置  

（4）鉛直速水璧の出来形   

掘出し彼の全体碓認のため，図12および図13に示  

す端部2．55mの残澤部Aとコーナー部3．10mの残世  

部Bの2筒所を掘削完了まで残置した．残置部の複  

合シートは，下端まで健全な状態が確認でき，合計3  

筒所のジョイント部も外観上，確実に築造できている  

ことが確認できた．ジョイント部のサンプリング箇所  

の出来形測定では，表2（表中の記号は図14参照）お  

よび図15に示すように，いずれも目標管理値である  

90mmを上回っていた．また，サンプリングしたジ  

ョイント那の遮水性確認試験および一体性確認試験の  

結果，各試験においてジョイント部（上部，中部，下  

部）からの透水最は全く軽く（透水量ゼロ），ジョイン  

ト部の高い速水性と一体性が確認できた．  

表1 ジョイント部厚さ  

程合シート㊥．㊥間  

己Iq雀深さ      日f票   実洲情   偏差  剃卜定  
管理佃  （mm）   

（mm）   

ポリウレタン  GL・lP  90以上  ‖9．8   29吊  

注入咋  Gl．一～（）  90以上  ‖‖．ユ   ユ1．ユ  

Gl．．9（）   別）以上   9】．3   

4．まとめ   

－【  
一！  

鉛直進水壁の実規模施工実験の結果，複合シートに  

よる鉛紅通水壁の築造に関する施工性は良好であり，  

施工精度に関しても澗足しうるものであった．また，  

進水壁の掘出し等による出来形朝認の結果，確実な遭  

水野が築造できており，施工法の確実性が実証できた．  

以上の結果に恭づき，対象の地盤条件に応じて適切な  

l司11 ジョイント部帰さ測碇   

未2 ジョイント部のtl1来形測定結果  

採取相椚  W  L  

（mm）  （mm）   

柏倉シート  上   り2   】65  

③．（訂間  中   i14   】75  

下   14t   】55   

松倉シート  上   】9台  

⑧，⑨閉  中   】0苦   】95  

下   ‖0   200   

Ave．  】20   柑l  

したがって，両方法による測定結果から，ジョイン  

ト部のポリウレタン厚さは，目標管理値90mmに対  

し，90～120mmと十分な厚さが椰保できた．また，  

校合シート①，②問および⑥，⑦閃のジョイント部で  

行った現地進水性確認試験の吸引苛：から算出した透水  

係数は，前者の場合，k＝1．42×10‾】3cm／s（14日間計  

測），後者はk＝1A4×10‾】3cm／s（371］開EIJ測）であり，  

両者とも目標透水係数k＝10‾12cm／s以下を達成でき  

た．  
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岡14 ジョイント部出来形の測定部位   
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同13 残椚閉所仝1詫  

選定ができるように先行掘削等の工法比較表を作成す  

るとともに，施工沫度30mまでの対応が可能な建込  

ガイドおよび使用機械の諸元を整理して一連の施工要  

領をとりまとめ∴複合シートによる鉛匿避水工法とし  

て工法確立が回れた．   

この工法が我が国の廃棄物処理に与える特筆すべき  

利点は，木工法による進水壁が避水・軋 地盤変状追随  

性，せん断強度等を兼ね備えており，これを廃棄物処  

分場の鉛祇遵水構造に適用した場合，ジョイント邦や  

隅角部においても進水性能が低下しないという点であ  

る．したがって，廃棄物処分場建設における従来工法  

に比べて，一同高度な安全性と信頼性を提供できる．   

本工法は，新設・既設梅雨処分場，陸上処分場をは  

じめト既存の汚染物質の封じ込めや地下水位上昇に伴  

う弊害の防止対策にも適用でき，その別途は多岐にわ  

たると考えている．   

なお，本報告はジオシンセティツクス技術研究会の  

協力の下，当所と下記の12機関（順不同）が平成14，  

15年度環境省次世代廃棄物処理技術基盤整備事業補  

l可15 ジョイント部の■Lll来形  

肋金による技術開発として共同実施した成果を取りま  

とめたものであり，関係各位に感謝いたします．   

東洋建設株式会社，東亜建設工業株式会社，株式会  

社大林組，株式会社奥村組，不動建設株式会社，株式  

会社鴻池札 五洋建設株式会社，錦城誰謹株式会社，  

横浜ゴム株式会社，シーアイ化成株式会社，太陽工業  

株式会社，財団法人地域地腹環境研究所  
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